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 2023年 11月 30日 

三菱ＨＣキャピタル株式会社 

AeroEdge株式会社 

 

三菱ＨＣキャピタルと AeroEdgeが協業契約を締結 

航空業界における DXおよび SDGsの推進に向けた連携を強化 

 

三菱ＨＣキャピタル株式会社(代表取締役 社長執行役員：久井 大樹)と航空機エンジン部品

の製造・販売を行う AeroEdge 株式会社(代表取締役社長：森西 淳)は、このたび、航空業界に

おけるデジタルトランスフォーメーション(DX)およびサステナブルトランスフォーメーション(SX)に

よる持続可能な開発目標(SDGs)への取り組みに関する情報交換や事業化の検討、新規事業の

推進などを目的に、2023 年 11 月 20 日付にて「協業ビジネスの創出に関する覚書」(本協定)を

締結しました。 

 

三菱ＨＣキャピタルと AeroEdgeは、2018年 7月の三菱ＨＣキャピタルによる AeroEdgeへの

出資*1以降、航空業界における両社の事業発展に向けた意見交換などを行ってきました。 

今般、両社は、さらなる連携強化を図るべく、本協定を締結、航空業界などにおける部品製造

の DX 化、金属 3D プリント(アディティブ・マニュファクチャリング、以下 AM)の活用、SX やカー

ボンニュートラルを推進する新材料開発および素材リサイクル、エンジン部品補修等に関する 

事業化に向けた検討を開始します。三菱ＨＣキャピタルの航空機エンジン市場におけるグロー 

バルなネットワークや知見、ならびにファイナンスの強みと、AeroEdge の多様な技術力を結び 

付けることで、市場に対する新たな価値を創造していきます。 

 

三菱ＨＣキャピタルは、2023 年度に始動した「2023～2025 年度中期経営計画」において、

事業ポートフォリオの変革に向けた「ビジネスモデルの進化、積層化」を進めており、新ビジネスの

開発を中長期的な利益成長の一つの柱としています。また、事業ポートフォリオの変革、ならびに

SX、DX を有機的に融合することで、コーポレートトランスフォーメーション(CX)を推進しています。

今般、本協定のもと、事業ポートフォリオのさらなる変革を推進するとともに、航空事業のシナジーを

創出する新ビジネスの検討を進めていきます。 

 AeroEdge は、「ゼロからイチを創る」を経営方針に掲げ、これまでに築いた資産を生かし、  

国内外の研究機関とのパートナーシップを強化することで、航空機向けの新素材研究や要素 

技術開発なども推進しています。また、その事業戦略として、次世代航空機エンジン「LEAP」 

向けのチタンアルミ製タービンブレードビジネスの拡大に加えて、新たな量産ビジネスの拡大、 

技術開発の推進、ならびにカーボンニュートラルへの取り組みを進めており、本協定のもと、

LEAP事業における新材料開発や素材リサイクル、MRO*2に関する事業化に向けた検討を進め

ていきます。 

 

今後、両社は、航空部品などの製造における DX化および AM 活用、SX やカーボンニュート

ラルを推進する新材料開発、素材リサイクル、部品補修などにより、航空業界の脱炭素化、持続

可能な社会の実現に貢献していきます。 
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*1 2018年7月31日付ニュースリリース 

https://www.mitsubishi-hc-capital.com/news/mul-news/2018/pdf/0731_1.pdf 

*2 Maintenance, Repair, and Overhaul の略で、航空機の整備および修理に関わる事業のこと。 

 

■三菱ＨＣキャピタルグループについて 

三菱ＨＣキャピタルグループは、“未踏の未来へ、ともに挑むイノベーター”を「10 年後のありた

い姿」に掲げ、その実現にむけて、ファイナンスに加え、有形無形のアセットの潜在価値を最大限

に引き出しつつ、それらを活用したサービスや事業経営などに取り組むことで、「ビジネスモデル

の進化、積層化」を進めていきます。 

わたしたちは、絶えず変化する社会やお客さまのニーズに応えるべく、地球環境に配慮し、

独自性と進取性のある事業を展開することで、明るく希望に満ちた未来社会、豊かな暮らしの

実現に貢献していきます。 

詳しくは、三菱ＨＣキャピタルのウェブサイトをご覧ください。 

  https://www.mitsubishi-hc-capital.com/ 

 

■AeroEdgeについて 

AeroEdge(エアロエッジ)は、世界の航空業界でナンバーワンを追求する技術集団です。栃木

県足利市に本拠を置く 2016 年創業の小さな企業が、航空機エンジン製造大手のフランス企業

(Safran Aircraft Engines社)から次世代航空機用エンジン「LEAP」に搭載されるタービンブレード

の国内初の長期量産サプライヤーに選定され、現在その増産体制の構築を加速しています。

AeroEdge は製造業に軸足を置きながら環境の変化に迅速に対応し、常にリーディングエッジで

あり続けること、一人ひとりが自主性・創造性を発揮し、新しいことに果敢に取り組み、新しい価値

を創出すること、社会と人々の幸せに寄与することを使命に「ゼロからイチを創る」活動を推進して

います。 

https://aeroedge.co.jp/ 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

三菱ＨＣキャピタル株式会社 

コーポレートコミュニケーション部 

〒100-6525 東京都千代田区丸の内一丁目 5番 1号 

TEL 03-6865-3002 (直通) 
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